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　橋梁用鋼材の分野では，高強度化や高耐候性等の特性を
有する鋼材や，溶接の作業性や製作の簡素化を可能とする
高性能鋼材が開発されている。そこで，本報告では，近年
開発された鋼材のなかから，海岸近くでも無塗装で適用で
きるように耐候性を高めたNi（ニッケル）系高耐候性鋼材
と，強度や溶接作業性の向上を図った橋梁用高性能鋼材
（BHS：Bridge High performance Steel）の2種類の鋼材を
対象に，適用性の評価法やメリットを検討した。
　その結果，Ni系高耐候性鋼材については，ワッペン式
暴露試験による腐食減耗量の測定結果と累積腐食減耗量の
予測式を用いることにより，従来の評価法よりも精度の高
い評価法となることを確認した。また，橋梁用高性能鋼材
については，合成桁を対象に試設計を実施し，橋梁用高降
伏点鋼板（SBHS500）の適用により，鋼重および製作の面
でメリットを有することを示した。

（鉄道総研報告，2009年5月号）
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